
令和５年度 新津西部地区地域福祉懇談会(新年度打合せ会議)報告 

 

日時：令和５年５月２７日(土)13:30～15:00 

会場：コミュニティスペースやまや 

【出席者】新津西部コミ協： 蓮沼会長、内田副会長(美幸町町内会長・支え合いのしくみづくり会議構成員)、小松副会長(新栄町町内会長)、 

小菅副会長、斉藤事務局長 

新津西部地区民協：佐藤会長 

町内会：小林会長(緑町)、五十嵐会長(南町二区)、中村会長(山谷町 1)、田邊会長(山谷町 2・3 丁目)、川崎会長(古田)、 

明間会長(天神)／ 計１２名 

秋葉区社会福祉協議会：横山(地区担当)、加藤(支え合いのしくみづくり推進員) 

 

【内 容】 

 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 

 

生
活
支
援
・
移
動
支
援 

 

○生活支援の必要性について 

・ビジネスみゆきでの困りごとの助け合いを通して情報収集、町内の世帯状況を

知る。 

・ジャンパーを着用し、見守り等も行う。 

・移動支援の検討をしている（新栄町町内会とほっとサポートしんえいとの連携） 

 

 

・ごみ出しに困っている。ごみステーションの掃除ができない人もある。 

 →ごみ掃除や隣組長を免除した。 

・声をかければ声を出してくれる人も出てきた。 

 

 

 

〇生活支援の継続（ビジネスみゆき） 

 

 

○新栄町移動支援の実現に向けて検討 

 を継続 

 

〇地域における助け合いができないか 

 検討できると良い。 



 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 

 
 

 
 

 
 

居
場
所 

 

○居場所づくり 

・居場所を求めている。 

・コミ協と連携した居場所を立ち上げたいが、コミュニティスペースやまやへの 

 距離が遠い。（天神） 

・老人クラブ解散に伴いサロンも解散していたが、また集まって交流したいと復

活した。サロン助成金申請は面倒だという声がある。（山谷町 1） 

 

○老人クラブの継続の為の工夫 

・町内の世帯数が少ない為、新栄町の老人クラブに参加している。（緑町） 

 

○新津西部コミ協の役割（活動の場を提供） 

・役員を受けてくれる人が少なくなった。 

・コロナ禍や社会の変化により、コミュニケーションがとりづらくなった。 

 

 

 

〇居場所の立ち上げ検討 

（天神・美善町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○交流や活動の場を作る。 

○『コミュニティスペースやまや』の 

 活用を PR 

 
 

緊
急
情
報
キ
ッ
ト 

 

○緊急情報キットの活用 

・配布登録状況がどうなっているか把握できていない。 

・情報用紙の記入の確認ができると良いが、難しさがある。 

・キットの活用状況、実態がわかると良い。 

・しくみづくりをどうするか検討が必要 

 

 

 

○緊急情報キット配布先の把握 

○緊急情報記入の啓発 

○緊急情報キットの活用や周知につい 

 て検討 

 

 



 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

見
守
り 

 

○動物を介したコミュニケーション（きっかけづくり） 

・犬を連れていると声をかけやすくなる。人の輪が少しでも広がると良い。 

・ごみ出しの際も、犬と一緒だと声をかけてくれる。 

 

〇おせち配食事業（R5～名称変更予定） 

・R6 年度からは業者配達ではなく、地域の協力により届けることができるかどう

かの検討を継続する。 

 

○新津西部コミ協の役割（※再掲） 

・役員を受けてくれる人が少なくなった。 

・コロナ禍や社会の変化により、コミュニケーションがとりづらくなった。 

 

 

○安否確認・つながり 

・敬老の日に赤飯を配り、安否確認をしている。（山谷町 1） 

・弔問をしている。（山谷町 1） 

・9 月の敬老会に、お祝い弁当と一緒に緊急情報用紙を配布している。（天神） 

・コロナ禍で家族葬をされた家に町内会長として手を合わせたいと訪問したとこ

ろ、家族が受け入れてくださり町内会との関係性が築けている。（新栄町） 

・町内の花植え等、声かけをしてみんなで作業している。（緑町） 

 

 

 

○広報で啓発 

（コミ協広報紙「風知草」、町内会報 

 など） 

 

 

○検討会を継続(コミ協、地区社協、 

民生委員、町内会の連携) 

 

(※再掲) 

○交流や活動の場を作る。 

○『コミュニティスペースやまや』の 

 活用を PR 

 

 

 

 

 

 

 

 

                



 課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 

災
害
時 

○避難行動要支援者名簿登録の周知 

・市と町内会の高齢者状況の数が合致していない。 

・登録者数が非常に低い率である。 

 

 

〇今後、緊急情報キットと併せて検討 

 できないか相談が必要。 

 

連
携 

○学校と地域とのつながり 

・新津第三小学校で毎週木曜日に学校開放をしているので、訪問して欲しい。 

 （学校側のねらい：いじめや孤独などの気づき） 

・訪問すると情報もあり、子どもたちの挨拶が良く元気をもらっている。 

○町内会と民生委員との連携 

・町内会の役員会に民生委員も参加している。(南町二区) 

・互いに情報共有し、状況に応じて町内会長と民生委員が一緒に訪問している。 

・民生委員が交代しても引継ぎがスムーズだった。 

 

 

〇地域と学校との関係づくり啓発 

(コミ協から各町内に呼びかける) 

 

 

〇町内会と民生委員の連携強化 

 (情報共有が大切) 

 
 

 
 

そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○町内の状況について 

・高齢化が進み、高齢者のみ世帯や、高齢ひとり世帯が多い。（古田） 

・高齢者が多いため、草取り活動は前日に役員が行った後に、当日参加者みんな

で行っている。（天神） 

・空き家が増えている。 

・隣組長や町内会役員で、町内会のあり方や対応等を考えている。 

・家族票を見て、亡くなった方がいたことがわかった。（ほとんどの町内会で家族

票を集めている） 

・若い世帯は表札や固定電話が無く、携帯電話のみの傾向であり、世帯状況が 

 わからない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

課題・具体的な取り組み（現況） R５年度の取り組み 

 
 

 
 

そ
の
他 

・老人クラブが解散し、状況がわからなくなった。 

・留守の状況がわからない。 

・隣近所が親しくなれると良い。 

・町内会の集金で何回も訪問するが、出てこない家があり困っている。 

 

○アパートとの関係(工夫)について 

・アパートの住人との関係をどうするかが課題。 

・アパートが増えたが、町内会には入らない現状がある。 

・アパートには行政からの連絡が周知されていない。 

→回覧等をまわして、アパート住人の家族票をもらっている。 

→アパートのオーナーから町内会費を納入してもらっている。（古田・天神） 

 

 

 

話し合われた課題や取り組みに対し、支え合いのしくみづくり会議で出されたアイディア等を共有しながら

地域福祉活動に活かすことで、支え合いのしくみづくりと一体となった取り組みを進める。 


